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地 理 歴 史

１ 学習指導と評価の改善・充実

～平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の分析結果と指導上の改善点～

(1) 調査の概要

高等学校の地理歴史科の３科目について、全国の高等学校（中等教育学校の後期課

程を含む。）の第３学年の生徒を対象に、ペーパーテストと質問紙による調査を実施

した。なお、ペーパーテストは、科目毎にＡ冊子、Ｂ冊子（ほぼ同程度の内容、水準）

があり、学校はいずれか一方を選択して実施した。

各科目の調査対象生徒数及び問題数等

(2) 調査結果の概要

ペーパーテストにおいては、出題した全問題の中で、通過率（正答率）が設定通過

率（予想正答率）を上回る又は同程度と考えられる問題が全体の問題数の半数以上を

占めた。また、質問紙調査における、地理歴史科の各科目の学習に対する生徒の意識

については、「地理の学習は大切だ」などの肯定的な回答の割合が、前回調査（平成

１５年度）より増加の傾向がみられた。

(3) 調査結果の主な特色と指導上の改善点

本手引では、平成１７年度教育課程実施状況調査（高等学校）の結果（国立教育政

策研究所教育課程研究センター）で指摘された課題の解決に向け、具体的な問題例を

取り上げ、学習指導上の改善の方向性について説明する。

各科目における調査結果の主な特色と、調査結果を踏まえた指導上の改善点

調査結果の主な特色 調査結果を踏まえた指導上の改善点

○ヨーロッパ・アメリカの国民国家形成の理解に課題 ○日常生活、我が国の歴史、現代世界の特質に関連付

世 ○資料から読み取ったり、考察し判断する問題などで けた指導

界 無回答率が高い ○世界史を学ぶ意味を実感させる指導の一層の充実

史 ○「世界史の勉強が好きだ」、「世界史の勉強は大切 ○生徒に主体的に学習させる指導の充実

Ｂ だ」など、肯定的回答をした生徒は、前回調査より ○バランスのとれた年間指導計画の作成
増加の傾向

○中世社会の特色などを資料に基づいて、考察し表現 ○自ら追究し、理解したことを適切に表現させる指導

日
する力に課題 の充実

本
○複数の資料から歴史的事象の特色を読み取って、総 ○歴史的事象の考察を通じて知識を定着させる指導の

史
合化したり概念化したりする力に課題 工夫

Ｂ
○「日本史の勉強は大切だ」など、日本史の学習に対 ○複数の資料を読み取り考察させる指導の工夫
する生徒の意識について肯定的な回答は、前回調査 ○表現力を高める指導の工夫
より増加の傾向 ○生徒の関心、意欲を高める指導の工夫

○地図化やグラフ化したりする作業的な学習活動への ○地域の多様性を踏まえた、現代世界の諸課題の学習
取組は改善 の充実

地
○先進国と発展途上国の都市人口率とその変化につい ○市町村規模の地域の学習指導に関する一層の工夫

理
ての理解に課題 ○地域の多様性を踏まえた現代世界の諸課題の学習に

Ｂ ○「地理の勉強は大切だ」、「地理を勉強すれば、私 関する指導の充実
の普段の生活や社会生活の中で役立つ」など、地理 ○地理的事象を比較や関連付けによって考察、理解さ
の勉強に関する意識について肯定的な回答は、前回 せる指導の充実
調査より増加傾向

Ａ冊子
(人)

Ｂ冊子
(人)

合計
(人)

全問題数
(Ａ、Ｂ冊子合計)

全問題のうち
記述式問題数

全問題のうち
前回と同一問題数

世界史Ｂ 5,434 5,532 10,966 67 14 14

日本史Ｂ 5,832 5,885 11,717 60 17 18

地 理 Ｂ 4,167 4,605 8,772 60 10 11
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○通過率（正答率）が設定通過率（予想正答率）を大幅に下回る

傾向が見られた問題とほぼ同様の問題例

科目 世界史Ｂ 評価の観点 知識・理解 問題の形式 求答

出題のねらい フランス革命の歴史的意義について理解している。

予想正答率 50％ 同様の問題の正答率 28.4％

問題 次の資料は、略地図のＸの地域で18世紀末に起こった革命中に、国

民会議で採択されたものです。この資料は何と呼ばれるか、名称を書

きなさい。

Ｘ

略地図

資料 第１条
人間は生まれながらにして自由、かつ権利
において平等であり、かつそのようなもの
として生存している。社会的差別は、共同
の利益に基づく場合にしか設けることがで
きない。

答え：人権宣言

科目 日本史Ｂ 評価の観点 資料活用の技能･表現 問題の形式 選択

出題のねらい 応仁の乱の影響が政治・社会から文化にまで及ん

だことを理解している。

予想正答率 60％ 同様の問題の正答率 36.7％

問題 雪舟が中国に渡った年には、京都を主な戦場とした戦いが起こりまし

た。この戦いについて述べた文として適切なものを、略年表をみて、次

の１～４の中から一つ選びなさい。
１ この内乱が起きた背景には、天皇親

政の復活による公家と御家人との抗
争の激化がある。

２ この内乱の影響で、京都の文化人が
地方に避難し、都の文化が地方に伝
播した。

３ この内乱で、源氏が平氏を滅ぼした。
４ 約 100 年ほど続いたこの内乱も、室

町幕府３代義政の時代に集結した。

答え：２

科目 地理Ｂ 評価の観点 資料活用の技能･表現 問題の形式 選択

出題のねらい 主な国の都市人口率とその変化にみられる地域的な特

徴を正しく理解している。

予想正答率 55％ 同様の問題の正答率 19.2％

問題 次のグラフのＡ～Ｃは、それぞれカンボジア、ドイツ、マレーシアの３か国

いずれかの都市人口率の変化を示しています。Ａ～Ｃにあてはまる国の組み合

わせとして正しいものを、下の１～６から選びなさい

グラフ１
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Ａ Ｂ Ｃ
1 カンボジア マレーシア ドイツ
2 ドイツ カンボジア マレーシア
3 ドイツ マレーシア カンボジア
4 マレーシア ドイツ カンボジア
5 マレーシア カンボジア ドイツ
6 カンボジア ドイツ マレーシア

答え：３

経済や文化が多様化す
る室町時代に関する問題
の結果から、応仁の乱の
影響が文化に及んでいた
ことを読み取る力が不十
分であると考えられる。

このため、室町時代の
政治を経済や文化と相互
に関連させて理解する力
を身に付けさせる指導が
必要であり、産業経済の
発展や下剋上などと文化
の動向を関連付けて、歴
史的思考力を培う指導を
充実させる必要がある。

その際、地理的条件と
もかかわらせて、多面的・
多角的に理解できるよう
配慮することも必要であ
る。

「居住、都市問題の地域
性」にかかわる、先進国と
発展途上国の都市人口率と
その変化にみられる地域的
な特徴の理解を問う問題の
結果から、先進国と発展途
上国との違いのみに着目す
ることにとどまり、先進国
間や発展途上国間にみられ
る多様性を踏まえた学習が
不十分と考えられる。

居住、都市問題などの現
代世界の諸課題について
は、それらの問題の現れ方
には地域による特殊性がみ
られるとともに、地域を超
えた類似性がみられること
から、地域の多様性を踏ま
えた指導を充実させる必要
がある。

フランス革命の歴史的
意義に関する問題におい
て、「人権宣言」を「権
利の章典」と解答した者
が多くみられるなど、歴
史的な意義の理解が不十
分であると考えられる。

｢ヨーロッパ・アメリ
カの変革と国民形成｣に
ついては、ヨーロッパと
アメリカの諸革命が国民
国家の形成を促したこと
など、歴史的意義を踏ま
えた指導を充実させる必
要がある。

また、資料等を活用し
て歴史的事象に対する多
角的な見方を養い、歴史
的思考力を培うよう配慮
することも必要である。

学習指導改善の方向性
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２ 「確かな学力」を育成する取組の改善・充実

～平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の分析結果を踏まえた指導の改善～

前頁で示した、通過率が低かった問題例の「出題のねらい」を踏まえ、学習指導の改善

を図る具体的な取組について、ワークシートを活用した例をあげて説明する。

世界史

世界史Ｂ No.20

（ ）組（ ）番 氏名
１ アメリカ合衆国の独立やフランス革命について習ったことや知っていること
をまとめてみよう。また、フランス革命に登場した人物を調べ、まとめてみよ
う。

２ 次にあげる１８世紀の世界の国々や地域の位置を調べ、白地図に書き込もう。
また、白地図中の矢印は何を表しているか、調べて考えをまとめてみよう。
白地図

国々や地域

①アメリカ合衆国 ②フランス
③ドイツ ④イギリス ⑤日本

矢印が表しているもの

３ 次のＡ～Ｃの資料の出典と国名、空欄に入る語句を調べよう。
◆ Ａ 出典（ ） 国名（ ） １７７６年

われわれは、自明の真理として、すべての人は（ ）につくられ、一定の
奪いがたい天賦の権利を付与され、その中に生命、（ ）および幸福の追求
の含まれることを信ずる。

◆ Ｂ 出典（ ） 国名（ ） １７８９年
人間は生まれながらにして（ ）、かつ（ ）であり、かつそのようなも

のとして存在している。社会的差別は、共同の利益に基づく場合にしか設け
ることができない。

◆ Ｃ 出典（ ） 国名（ ） １９４５年
すべて国民は、個人として尊重される。生命、（ ）及び幸福追求に対す

る国民の権利については、…最大の尊重を必要とする。…すべて国民は、法
の下に（ ）であって、人種、性別、社会的身分又は門地により、…差別さ
れない。

４ ３のＡ～Ｃの資料を比較して、気付いたことや感じたことをまとめよう。

５ ３ のＢの資料で示された理念をドイツやイタリアの人々はどのような思いで
みていたか、想像してまとめてみよう。

切り取り
世界史Ｂ No.20

（ ）組（ ）番氏名
◇今日の学習目標

環大西洋革命に関する資料等を活用して、アメリカ独立革命、フランス革命
の関連性と世界に与えた影響などについて考察し、現代世界の特質を理解する。

◇学習の自己評価
①授業へは積極的に取り組みましたか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
②今日の学習目標の達成度はどの程度ですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
③疑問に思ったことは？
④よく理解できなかったことは？

◇授業評価
①授業の進む速さはどうでしたか？ （Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
②先生の説明はわかりやすかったですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
③ワークシートは活用しやすかったですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

授業における活用
導入

１：中学校の学習で身に

付けた知識を確認させ

るとともに、フランス

革命の登場人物を調

べ、本時の学習に対す

る関心を高めさせる。

展開

２：教科書や資料集を活

用して白地図を完成さ

せ、三角貿易など、環

大西洋の国々が相互に

関連をもっていたこと

に気付かせる。

３：アメリカ合衆国の独

立宣言やフランス人権

宣言、日本国憲法の資

料の内容を読み取ら

せ、自由、平等などの

キーワードに気付かせ

る。

整理

４：環大西洋革命が自

由、平等などの理念を

希求した政治変革であ

ることに気付かせ、の

ちの日本に与えた影響

について考察させる。

発展

５：環大西洋革命が世界

の各地に影響を与え、

ドイツ、イタリアで国

民国家の形成が促され

たことを予想させる。

評価票の活用
○学習自己評価

授業への取組や、目標

の達成度のほか、疑問

に思ったことや、よく

理解できなかったこと

について記入させるこ

とで、生徒一人一人の
学習状況を的確に把握

し、個に応じた指導の

工夫を図る。

○授業評価票

生徒の授業評価の結果

の分析を通して、学習

指導上の課題を把握し、

解決に向け改善を図る。
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日本史

日本史ＢNo.16
（ ）組（ ）番氏名

１ 次の図を完成させ、気付いたことを書いてみよう。また、日明貿易と日朝貿
易が我が国に与えた影響を調べ、まとめてみよう。

２ 次の表を完成させ、気付いたことや考えたことをまとめてみよう。

３ 教科書や地図で調べて、次の問いに答えよう。

切り取り
日本史ＢNo.16

（ ）組（ ）番氏名
◇今日の学習目標

日明貿易の実態や我が国の政治や経済への影響、各地で発生した一揆の背景
と応仁の乱の影響などを考察することにより、中国文化と公家文化を取り入れ
た武家文化が完成したことや、守護大名の保護を受けて文化が地方に普及した
ことなど、中世社会の多様な展開について理解する。

◇学習の自己評価
①授業へは積極的に取り組みましたか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
②今日の学習目標の達成度はどの程度ですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
③疑問に思ったことは？
④よく理解できなかったことは？

◇授業評価
①授業の進む速さはどうですか？ （Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
②板書や説明はわかりやすかったですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
③ワークシートはわかりやすかったですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

図
主な輸入品（ ） 気付いたこと

明 日 本
主な輸出品（ ）

主な輸入品（ ）
朝 鮮 日 本

主な輸出品（ ）

日明貿易・日朝貿易が我が国へ与えた影響

表

年 代 事 項 幕 府 や 民 衆 な ど の 動 き 発生した地域

1428 正長の土一揆

1467 応 仁 の 乱

1485 山 城国一揆

1488 加賀一向一揆

気付いたこと、考えたこと

(1) この地を本拠地とした守護大名は何氏ですか。

(2) 雪舟がこの地へやってきた理由は何ですか。

(3) 当時、朱子学が各地に広まったり、連歌が武家や
民衆の間に広まった理由は何ですか。

授業における活用
導入

１：中学校で身に付けた

知識を確認させすると

ともに、本時の学習内

容に対する興味や関心

を高めさせる。

展開

２：教科書を活用して、

一揆の背景を考察さ

せ、室町幕府の支配体

制の特徴や、応仁の乱

以降の守護大名の弱体

化について理解させ

る。

３：日明貿易による中国

との交流、庶民の台頭、

産業経済の発展や下剋

上など、中世社会の多

様な展開を理解させ、

あわせて武家文化と公

家文化のかかわりや庶

民文化の発展など、文

化の動向について理解

させる。

整理 ：諸産業の発達、

貨幣の流通、都市の形

成等は庶民の台頭を促

し、惣村とよばれる自

治的な村落や、自治都

市が形成された。これ

らの歴史的事象と、各

地域の地理的な条件等

と関連付け、多面的･

多角的な歴史的思考力

を深めさせる。

評価票の活用
○学習自己評価

授業への取り組みや、

目標の達成度のほか、

疑問に思ったことや、

よく理解できなかった

ことについて記入させ

ることで、生徒個々の

学習状況を把握し、個

に応じた指導に活用す

る。

○授業評価票

単元毎に、生徒の授業

評価結果を実施し、そ

の結果の分析を通して、

学習指導上の課題解決

に向け改善を図る。
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地理

地理ＢNo.34
（ ）組（ ）番氏名

１ 世界にある巨大都市（人口500万人以上）の都市名を書いてみよう。

(1) 記入した都市の人口を地図帳の統計資料で確認してみよう。
(2) 地図帳の資料を利用して、人口の多い順から20都市を、下の地図に書き込
もう。

(3) 世界の巨大都市の分布の特徴について
述べた次の文の中から、正しいものを一
つ選んでみよう。
ア 先進国に集中している。
イ 発展途上国に集中している。
ウ 先進国、発展途上国を問わず世界中
に分布しているが、先進国に多い。

エ 先進国、発展途上国を問わず世界中
に分布しているが、発展途上国に多い。

２ 次の表のデータを利用して、主な国の都市人口比率の変化について、コンピ
ュータを用いた折れ線グラフを作成しよう。また、グラフ上の９か国を３つの
グループに分類して、それぞれの変化の特徴をまとめよう。

グループ１〔 ・ ・ 〕
（グラフを貼付）

グループ２〔 ・ ・ 〕

グループ３〔 ・ ・ 〕

３ なぜ、都市に人々が集まるのか、また、都市に人口が集中することによって、
市民の生活にどのような影響を及ぼすのか、身近な生活から考えてまとめてみ
よう。

４ 右の写真は、タイの首都バンコクの渋滞の状況です。
この状況を改善するために、あなたならどのような対
策を講じますか。意見をまとめてみよう。

切り取り
地理ＢNo.34

（ ）組（ ）番氏名
◇今日の学習目標

都市問題を世界的視野から地域性を踏まえて追究し，それらの問題の現れ方
には地域による特殊性や地域を超えた類似性がみられることをとらえる。

◇学習の自己評価
①授業へは積極的に取り組みましたか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
②今日の学習目標の達成度はどの程度ですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
③疑問に思ったことは？
④よく理解できなかったことは？

◇授業評価
①授業の進む速さはどうですか？ （Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
②板書や説明はわかりやすかったですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）
③ワークシートはわかりやすかったですか？（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

No. 国名 1970 1980 1990 2000
1 アメリカ合衆国 73.6 73.7 75.3 79.1
2 イギリス 77.1 87.9 88.7 88.9
3 インド 19.8 23.1 25.5 27.7
4 エチオピア 8.6 10.5 12.7 14.9
5 サウジアラビア 48.7 65.9 78.2 86.2
6 大韓民国 40.7 56.9 73.8 79.6
7 ニュージーランド 81.1 83.4 84.7 85.7
8 パプアニューギニア 9.8 13.0 13.1 13.2
9 ブラジル 55.8 66.2 74.7 81.1

主な国の都市人口比率（％）

世界国勢図会2006/07から作成

授業における活用
導入
１：中学校で身に付けた

知識を確認するととも

に、本時の学習内容に

対する関心と課題意識

を高める。また、地図

帳を効果的に活用して

地図に親しませるとと

もに、位置や空間的な

広がりに着目させて分

布の特徴を読み取らせ

る。

展開

２：統計資料を利用して

グラフを作成させ、班

ごとに先進国と発展途

上国、発展途上国間に

おける都市人口比率の

変化について意見交換

させて、地域性や類似

性を見いださせる。

３：都市人口比率が高ま

ることによって、市民

の生活にどのような影

響があるかを、身近な

生活から考察させ、課

題意識を高める。

整理

４：資料を活用して、バ

ンコクの都市問題につ

いて、地域による特殊

性や地域を越えた類似

性について多角的・多

面的に追究させるとと

もに、その解決策につ

いても考察させる。

評価票の活用

○学習自己評価

授業への取組や、目標

の達成度のほか、疑問

に思ったことや、よく

理解できなかったこと

について記入させるこ

とで、生徒個々の学習

状況を把握し、個に応

じた指導に活用する。

○授業評価票

単元毎に、生徒の授業

評価結果を実施し、そ

の結果の分析を通して、

学習指導上の課題解決

に向け改善を図る。
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【現代的課題への取組】 「北海道の食文化」を追究する！

１ 単元について

本単元は、地理Ａの「地域性を踏まえてとらえる現代世界の課

題」の「諸地域の生活・文化と環境」との関連が深い。単元の指導計画は、「主題を設定

し追究する学習」の例である。ここでは、事前に提示した３つのテーマから選択したテー

マの課題を追究させるとともに、他校生との交流を取り入れた授業計画例を紹介する。

２ 単元の指導計画

科目名 地理Ａ 単元名 (2) 地域性を踏まえてとらえる現代世界の課題 (ｱ) 諸地域の生活・文化と環境 実施時間 ７単位時間

北海道の生活・文化について、「食文化」に着目して地理的環境と関連付けて追究し、生活・文化
単元の目標 を地理的に考察する視点や方法を身に付けさせるともに、異文化を理解し尊重することの必要性につ

いて考察させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

単 北海道の生活・文化に 北海道の生活・文化に関 北海道の生活・文化に関 北海道の生活・文化にお
元 対する関心と課題意識を する課題を設定し、それら する資料を収集し、学習に ける「食文化」について世
の 高め、意欲的に取り組み、 を地理的環境と関連付けて 役立つ情報を適切に選択・ 界的視野から大観し、地理
評 異文化を理解し尊重する 多面的・多角的に考察して 活用することを通して、そ 的環境と関連付けて、多角
価 ことが必要であることを いるとともに、世界諸地域 れらを地理的に追究する技 的・多面的に理解するとと
規 とらえようとしている。 の生活・文化を地理的に考 能を身に付けるとともに、 もに、それらを地理的に考
準 察する視点や方法、異文化 そうした追究・考察の過程 察する視点や方法、異文化

を理解し尊重することが必 や結果をまとめたり、発表 を理解し尊重することが必
要であることについて考察 したりしている。 要であることを理解してい
している。 る。

具 ①北海道の「食文化」の ①北海道と世界の「食文化」 ①北海道の「食文化」に関 ①北海道の「食文化」を地
体 地域性に対する関心と に関する地理的事象を基 する地図や画像、文書、 理的環境と関連付けて考
の 課題意識が高まってい にして、適切な課題を設 統計などの資料を収集し 察する視点や方法を理解
評 る。 定している。 ている。 し、その知識を身に付け
価 ②北海道の「食文化」に ②設定した課題について、 ②収集した資料を整理し、 ている。
規 おける問題の所在、課 世界的視野から各地域の データのグラフ化や地図 ②北海道の「食文化」につ
準 題解決の方向を各地域 環境条件と関連付けて多 化などを通して、学習に いて、多角的・多面的に

の環境条件などと関連 面的・多角的に考察して 役立つ情報として活用し 理解し、その知識を身に
付ける学習に意欲的に いる。 ている。 付けている。
取り組んでいる。 ③追究し考察した過程や結

果を報告書にまとめた
り、発表したりしている。

○単元の指導計画

段階 時 主な学習活動 関心 思考 技能 知識 留意点

【課題設定】 ・課題選択の
導 ○グループに分かれて、学習課題を設定させ、それに対する追究 ① ① 理由を明ら

１ 方法を明らかにさせる。 かにさせる。
テーマＡ：北海道の食文化と本州・四国。九州の食文化

入 テーマＢ：北海道の「食文化」と世界各地の「食文化」
テーマＣ：農産物と国際政治経済の動向

【課題追究】 ・課題追究の
課 ２ ○各グループに、設定した課題を追究させ、その過程や結果をま ② ① ① 過程と結果

とめさせる。 ② を明確にさ
題 ３ ・各自がまとめた結果をグループ内で報告し、追究内容、追究 せる。

方法、まとめ方などを比較検討しワークシートにまとめる。 ・図表やグラ
追 ４ ・グループ研究を踏まえて課題を追究し、追究した結果をノー フ、イラス

トにまとめる。 トなどを活
究 ５ ・個人が追究した結果をグループ毎にまとめ、その結果を基に 用させる。

テレビ会議資料（プレゼンテーション資料）を作成する。

テ 【発表と検証】 ・全員が発表
レ ○学習課題を追究した過程や結果について発表させ、意見交流を ③ ② に係われる
ビ ６ 通して、それを検証させる。 よう役割分
会 ・□□水産高校や△△農業高校の生徒と、ほっかいどうスクー 担を考慮す
議 ルネットの「遠隔講義」の機能を使ってテレビ会議を実施し、 る。

意見交流を行う。

ま 【単元のまとめ】 ・新たに生ま
と ７ ○意見交流を通して、理解が深まったことなどを基にして、プレ ② れた課題や
め ゼンテーション資料を修正する。 疑問をまと

○学習自己評価票及び授業評価票に記入する。 ② めさせる。

Topic




